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≪抄録≫
本研究の目的は、学童期から青年期のターナー症候群（Turner syndrome, 以下、TS とする）
の子ども（以下、女児とする）と家族に対して、TS 女児と家族の QOL を測定する尺度を
開発するための第 2 報として、TS 女児の家族の思いの自由記述を分析し基礎資料とする
ことである。TS 家族の会に所属する、学童期から青年期（約 12 歳から約 25 歳）の TS 女
児の家族を対象とした。調査は、無記名自記式質問紙で実施した。家族 44 名中 24 名（回
答率 54.5％）の回答があり、24 名の自由記述を分析対象とした。結果として、「困難なこと」
は 4 カテゴリーと 7 サブカテゴリー、「気になること」は 5 カテゴリーと 13 サブカテゴリー























































2018 年 7 月から 2018 年 10 月 31 日
３. 調査対象 
TS 家族の会に所属する、学童期から青年
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